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能な代謝生成物のiu性.処FJ!されるエーか一弘 人間

の企即におけるその企品のmrai性その他の!Jfqlfこよっ

て決まるものである.土地指紋性に捌するFZ料ならび

に代剤に関する刑 11は.拭映rFTjJが火施されているm
ltTq申に柑られること･.さらにその3ト両が逝出した柑 こ

柑られる蛇田の氾加田村も食品紫品ABPl!瓢にWIけ山る
ことが必r･artである.

Fi淀的な 1'!爪如吋価班肝'Kr.容兄の巾JJfHま上記の17

rI(Tl;(文)に示した "細祝可能残田"許容凪と凹過し

て述べた特別考察がそのままあてはまるであろう.

Em 提案された許重量を越える残留を除去する実際
的方法 ■

ある特殊な員薬施用を除き,･許容塁というものは残

留を許容塁レベルまで減少させるため物品に特別な加

工を行なわずに,提案された使用か●ら生じる可能性の

ある残留を適当に包合したレベルに改定される.しか

しながらあろ少数の良薬の班用の場合には.料Fj!ある

いはくん恭物品の血気による残田の滅少について安全

性を判断することが予め可経であろ.･Emでは,安全

な許容見レベルより大きい残留を生じるが.洗源その

他のFP誠において提案された手段により許容昆レベル

まで残留を減少すろことができ?,ような必要にして有
用な良薬の処理法について述べている.

Fm 提案された許容昆

許容虫はもとの良薬あるいはその変化物,あるいは

その両者の場合にせよ,未加工忠産物中にある有毒fTjな

全残留物員を最もよく示すように提案されなければなl
らない.提案された許容丘は "平均残留"伯ではなく

班える資料から合理的に期待される蛇田伯を総て包含

するような大きな他であることが必要F'みる.多数の

Lh!･なる作物について一つの良薬の許容レベルがいくつ

もばらばらになって決められるi:うな郡を避けるため

には.この規約に制限を加えて調節を計ること.が必要l
であるが,以上に示した使用提案に必要なものより大

きくなってはならない.分析方法は総ての夏宅留物質に

共通な化学構造のnrJ定に基づいている場合には,一般

にもとの化合物と･jt･に一つある■いはそれ以上の変換生

成物を州起すろことになる.そのような場合,毒物学

的に巧黙すろことができ̀るなら,もとの化合物として

計卯:されろ全化合物について校合許容量を提案するの
が適当であろ.

許容見に必恐な集L'r･を免除することは適当と考えら

れる均分には考えでもよいが.そのような例はむしろI
柿である.免除が巾し山られT3時..期待される残留の
レベルを示すrE串1を捉tlILなければならないこその他
の化学的托抑 こ必IAiな条件は一般的に.田皿の許容塁

について必公な条件があてはまる.

'未加工景産物から作った加工食lV10城田が.未加工

の物品について握案されている許容血を越える場合に

は法律409条の申請に関するF項に,加工食l訂lに対し

て適切な許容塁が提案されるべきことを述べている.

Gm 申請l巧の助けとなる合理的根拠 一

仰.7ITj者は蛇田だ料がどのようにして提案された許容

丑に適合するか,そのFB諭的基礎を示すべきである.

その分析JJ'班の旭IRが十分であ右か.ま1=有村な全残

留物TIの測'ji:に適切か石か.糊i!iCこ含まれる･只状班即
位の説qJJ.上れらのTR帥こホした必班共作のJn略あろ

いは'Bさかえ,環矧 こおける皿兆の行へについて.諭ず

ること (紺下水あるいは汎11水の土地柁紙仕出射こよ

る汚奴).!その他捉'#された蚊IllたLu係ある蛇田rHJ出
に対す畠考祭などを和深に.TaじT=利口を付け加える必

'Atがあろ.適当と考えられる場合Iとは,､皿兆改IlZ班の
下に班用形問の他の成分の状頂についても述べろべき

ことを氾していろ.捉'黙された肝窄Ifitが全体の虫部に

関係してい召物令.閃血の出光の-V･均局を評仰ル,蕊

た特殊な人巡T_'けItr.寄与している腿兆の好捕血を許定

することはGmに入れるべきである.

-G節は以上に述べた残田レベルと方法論にらいてだ

け論議するT_jけでなく.C節の薄物学的資料に基づい

て提案された許容塁ゐ安全性あ根拠を絵括する●ために

も使用するためのものt･あるこ.とを注意しておく.

抄 ‥録

7リの讐托一防御物賞系

Thealarm,defencesystemoftheandノlcanLJio･

桝yO♪sclavl'ger.F.E.RegnierandE.0.Wilson

I.InsccEPhysl'oL.14,955(1968).
Aco〃L/10myOJISCLavl'gerの大腿脱からcitroneltal.

neral.geranial,2,6ldimethyl-5-heptenl1-01.2,6-

dimethyll5lhepten-1-alが Dufour氏脱から.〝-

undecane.n-tridecane,2-tridecanon?,2lPenta･

decanone,2-heptadpcanoneが.TLC,GC,GC-MS

で田定された.'nJndecaneは formicacidがクチ

クラ出面に拡がるのを助ける.n-undecaneをも含め

てCIO～Cl岬 化合物は初期机皮10川一10Z'molecules

/crn3で放cmの鈍脈まで1.1FJを送れる耶報物TIとし

て作用する.2,6-dimethyl-5-hepten-1-01,2,6-di･

methyト5-hepten-1-al.〟-tridecane,2-pentadeca･

none,21heptadecanoneは警報物質としての作用を
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有するが,極めて少良しか分泌されないのであまり有

効でない.n-tridecane,2-pentadecanone,2-hepta-

decanoneは,低い蒸気圧を持っているので,揮発性

物質が消散した後も,残留信号として作用すると考え

られる一 (北村夫彬)

カビにふくまれるウィルスとインターフェロン

Virusesinfungiandinterferonstimulation.

G.T.Banks,ctaL.:Nature218,●542(1968).

1962年 Klehschmidtらは PenfciLlrumstoLoni･

ferumの培衣紋から1踵の酸性多糖塀 statolonを単

離した.この物質は動物およびその組織培養に予防的

に投与するとウィルス感染を阻止するが,その機作の

1つはインターフェロン(lF)産生を促進することによ

って抗ウィルス性を発揮すると考えられてきた.しか

し著者らは同じ菌株から多角体ウィルスを大迫に蝉粧

すろことに成句した･そしてこのカビがIF産生を促
進する能力をもつのは菌体中にふくむウィルス RNA

に帰せられるべきであって,すでに報告された俄性多

糖塀は培地組成の1越にすぎないことを碓認した.

著者らがこのような結論に適した実験結果を要約す

ると,1)statolonを得たときと同じ菌株をもちい分

画をくりかえしflff製をすすめるほどIF産生活性はよ

わくなる.2)菌糸をitl蛸でみると径25-30mILの多

Ill休が1i在する.この多Itj肘ま5日培養の炉紋からも

和ら11,IF踵生促進作JT]をもつ.いろいろの私 ア

ルカ.)分解の結果からRNAと同定した. この按品約

5FLgでIF越生活性を発紺する.3)この RNA班品

の活性は Boehringerpancreaticribonuclease処

理で消失することからRNAが活性物質と考えられ

る.なお二韮飢 RNAであることが推定されT:.4)

熱処理によってウィルスを除いた菌体培養紋はIF産

生効果がない.5)P.stoLoniferum7菌株のうち IF

産生活性をもつのは.ATCC14586株のみである.

著者らは以上の理由から P.stotonllferum ATCC

14586に見出された多角体粒子をウィルスという言柴

で袈現した.この粒子は感染性 (ウィルスの菌類に対

する感歎性を実験的に確認した報告は現在のところな

い)を除いてウィルスとしてのすべての具備条件を洞

足させている. (上山昭則)

SH-Bombykolによるカイコガの性誘引物賞の感

知限界

BestimmungderRiechswelleYonBombyxmon'

mitTritium･markiertemBombykoID.Sehneider,
G.KasangundK.-E.Kaissling,NaEurwz'ssen･

schafEen,55,395(1968).

aHで標識した Bombykolを用いて生物訪欧を行な

い,紋体シンチレーションカウンターで外挿法により

定量して,雄のカイコガの Bombykolに対する以低

感知限界を測定した.

3H-Bombykol((12,13-3H]-Hexadecadien-(10-

irans,12-cis)-ol-(1)は,Pentin-(1)とUndecen-

(10)-01-(1)から6段階を経て合成されるHexadecen-

(10-tyans)-in-(12)-01-(1)をaH中で還元して合成し

た.この化合物は31･7FLC/Pgを有し26%の放流埠iで

あった.

生物試験は Bombykolや含むロ紙を内径7mmの

ガラス管に挿入して,その中に空気を送り雄のカイコ

ガの頭部から5cmはなして2秒間吹きつけて,その

50%反応率を観察した.その結果3･10~dFLgのBomby.

kolをロ紙につけ毎秒50mLの流虫で軽砂1.4×106
個の Bombykol分子が供給される場合を奴低感知限

界と認めた.この供給された分子数の200分の1が触

角に吸着されるとすると,その数は14000個となり,

触角には10000個の感覚毛があるので1感覚細月包あた

り約1分子を感知することになる.触角の表面の6分

の1が感覚毛の表面だと考えるとこの他はさらに小さ

くなる. (上野民夫)

人から単離された力の誘引物井 t,一割酸
いLacticacid;AMosquitoAttractantIsolated

tromHumans.F.Acree,JR.,R.B.Turner,H.K.
Gouck,MortonBeroza,NelsonSmith.Scl'cncc,

161,1346(1968).

ネッタイシマカ (Aedesacgybh')はA'熱病を伝弛

する.その雌の誘引物質として人体から L一乳酸をIll

I弧 TLC,ペーパークロ̀マトグラフィ～.GC.tRでは
定された.10pgのL一乳酸は3分FLuで29-75%のカを

誘引するが, D一乳酸はL一乳酸の%の活性である.L一

乳酸の誘引には賦活剤としてCOが 不可欠だが.COL
だけでは誘引性を示さない.他の炭素数5のイJ鎖恨別

を検定したが L一乳酸以上の活性を示す物はなかった.

水物質はネッタイシマカの技城の陵れた誘引剤と考え

られる. (桑田休正)
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